
 
 

令和８年９月定例記者会見 

■日時：８月３１日（月） 午前１１時００分 

■場所：４階特別会議室 

 

〇会見項目 

《施策》 

１． 市内郵便局のトレイルオアシス登録 （観光課） 

２． 市民交流センターへの証明書自動交付機の設置 （DX 推進課） 

３． AstroX株式会社との包括連携協定の締結 （企業立地港湾課） 

４． LED防犯灯の寄贈 （建設課） 

 

《催事等》 

１． 八幡平市姉妹都市締結 20周年記念事業 （交流推進課） 

２． ９月の客船寄港 （観光課） 

３． 
トランスジェンダー俳優 真田怜臣講演会 

ありのままを受け入れる力～自分を大切にするということ～ 
（地域づくり推進課） 

４． 第 40回みやこ秋まつり （観光課） 

５． 黒石市姉妹都市締結 60周年記念事業 （交流推進課） 

６． みちのく潮風トレイルウォーク in宮古 （観光課） 

７． 第 32回宮古市産業まつり （商業振興課） 

８． 東北みやこ寄席 （スポーツ文化課） 

９． 落語にチャレンジ！ワークショップ＆落語会 （スポーツ文化課） 

10． 
寛平 GMプロデュース公演 

新喜劇出前ツアー2026 みやこ公演 
（スポーツ文化課） 

 

〇会見内容  

 別紙資料のとおり。 

 

〇記者との質疑 

 

≪施策２．市民交流センターへの証明書自動交付機の設置≫ 

岩手日報 

証明書自動交付機の設置は市内では初めてか。また、今後、利用状況を踏まえて他の場所に

も設置する考えはあるか。 

市長 

宮古市としては初めての設置となります。今回設置する自動交付機は、コンビニ交付と同じ



 
 

機能を持つものです。市民交流センターでの利用をきっかけに、今後はコンビニでも証明書を

取得していただけるようにしたいと考えています。他の場所への設置については、利用状況な

どを見ながら検討していきます。 

 

朝日新聞 

現在もコンビニで証明書を取得できるのか。 

市長 

宮古市では以前から、コンビニでも証明書を取得することができます。 

 

 

≪施策３．AstroX株式会社との包括連携協定の締結≫ 

河北新報 

宇宙産業関連事業者との包括連携協定は今回が初めてか。また、地元雇用や経済効果につ

いての見込みは。 

市長 

宇宙産業関連事業者との包括連携協定は今回が初めてです。 

今回の協定は、事業所の立地や地元雇用を直接目的としたものではありません。まずは田老

地区で気球の放球実験などを行うこととしており、その先の事業展開についても期待していま

すが、現時点では包括連携協定に基づく取組を進める段階です。 

 

NHK 

田老地区で実施する出前授業の日程・参加者は。 

市長 

９月１０日の午前１０時から、田老第一小学校の４・５年生２０人を対象に、AstroX 株式会社

の社員による宇宙に関する授業を行います。 

 午後２時からは田老第一中学校で、小田翔武代表取締役 CEO による講演を行い、田老第一

中学校の１・３年生と宮古北高校の全校生徒が参加する予定です。 

また、午後４時から市民交流センター多目的ホールで協定締結式を行い、終了後に小田代表

によるプレゼンテーションを予定しています。 

 

朝日新聞 

田老地区が打ち上げ拠点の候補地となった経緯、宮古市が評価された理由は。また、ロック

ーン方式の概要と今後の実験の予定、市として期待することは。 

市長 

AstroX 株式会社から田老地区を活用できないかとの提案があり、これまで協議を重ねて

きました。候補地となっているグリーンピア三陸みやこ周辺は、周辺に住宅地が少ないことな

ど、実験や打ち上げを行う上での条件が合致していると伺っています。 

ロックーン方式は、気球でロケットを成層圏まで上昇させ、そこから発射する方式で、国内で

は AstroX 株式会社のみが取り組んでいると伺っています。実験は１０月から順次行う予定で

すが、具体的な日程は天候などにも左右されるため、同社からの発表を待つこととなります。 



 
 

宮古市の打ち上げ環境については、同社をはじめ複数の企業から評価いただいています。

市内事業者も宇宙産業に興味、関心を示しており、将来的な新たな産業の広がりにも期待して

います。 

 

毎日新聞 

今回の協定締結によって、中長期的に市内への事業所設置や地域経済への波及効果などを

期待しているのか。 

市長 

まずは実験や打ち上げに協力していくこととなりますが、将来的に本格的な打ち上げにつな

がれば、市内への事務所の設置なども期待できるものと考えています。また、それに伴い、部

品供給などを含め、市内事業者への波及効果が生まれることも期待しています。 

 

 

≪催事４．第４０回みやこ秋まつり≫ 

NHK 

パレードゲストとして、NEO阿波踊り集団「寶船」が出演することとなった経緯は。 

市長 

出演者の選定は青年会議所が行っており、市では選定に至った詳しい経緯は把握していま

せん。「寶船」は国内外で公演実績のあるプロのパフォーマンス集団と承知しています。 

 

 

≪催事６．みちのく潮風トレイルウォーク in宮古≫ 

読売新聞 

今回のイベントにどのようなことを期待しているか。また、みちのく潮風トレイルの宮古市内

のコースには、どのような魅力があると考えているか。 

市長 

令和６年の開催に続き、今回が２回目の開催となります。前回は親子連れをはじめ、多くの

方に参加いただきました。 

浄土ヶ浜周辺は、みちのく潮風トレイルを象徴する場所の一つで、景観に恵まれているほか、

起伏に富んだコースも魅力です。ぜひ多くの方に参加いただき、宮古ならではの自然やコース

を楽しんでいただきたいと考えています。私も今回参加する予定です。 

 

 

≪その他．豪雨災害への対応について≫ 

毎日新聞 

各地で豪雨災害が相次いでいるが、宮古市として今後さらに取り組む必要があると考えて

いることは。また、人口減少や高齢化が進む中で、側溝清掃などの環境整備や排水対策をどの

ように進めていく考えか。 

市長 

宮古市でも過去に大きな豪雨災害を経験しており、２年ほど前には田鎖地区などで浸水被



 
 

害が発生しました。浸水しやすい場所についてはある程度把握しており、その対策の一つとし

て排水ポンプ車を１台導入しています。必要な場合には、国土交通省など関係機関の協力も得

ながら対応していきます。 

また、側溝清掃など、日頃から地域の環境を整えていく地道な取組の積み重ねも重要です。

人口減少や高齢化によって地域だけでは対応が難しい場合には、市が清掃や泥上げを行うな

ど、地域と連携しながら必要な対応を継続していきます。 



 

令和８年９月 

定例記者会見 

日 時  令和８年８月 31日（月) 午前 11 時 00分 

場 所  宮古市役所４階特別会議室 

 

《施策》 

No. 項目名 所管課 

１ 市内郵便局のトレイルオアシス登録 観光課 

２ 市民交流センターへの証明書自動交付機の設置 DX 推進課 

３ AstroX株式会社との包括連携協定の締結 企業立地港湾課 

４ LED防犯灯の寄贈 建設課 

《催事等》 

No. 項目名 開催日 所管課 

１ 八幡平市姉妹都市締結 20周年記念事業 9/5,10/3 交流推進課 

２ ９月の客船寄港 9/16,9/25 観光課 

３ 
トランスジェンダー俳優 真田怜臣講演会 

ありのままを受け入れる力～自分を大切にするということ～ 
9/19 地域づくり推進課 

４ 第 40回みやこ秋まつり 9/19,9/20 観光課 

５ 黒石市姉妹都市締結 60周年記念事業 9/20,11/21 交流推進課 

６ みちのく潮風トレイルウォーク in 宮古 9/27 観光課 

７ 第 32回宮古市産業まつり 10/3,10/4 商業振興課 

８ 東北みやこ寄席 10/4 スポーツ文化課 

９ 落語にチャレンジ！ワークショップ＆落語会 10/5 スポーツ文化課 

10 
寛平 GMプロデュース公演 

新喜劇出前ツアー2026 みやこ公演 
12/12 スポーツ文化課 

 





 



 









 八幡平市・宮古市 姉妹都市締結20周年記念事業 

１ 概 要 

宮古市と八幡平市は、旧田老町と旧松尾村がともに鉱山のまちとして栄え、その閉山を経験した

ことなどをきっかけに交流を深め、昭和61年10月１日に姉妹都市を締結した。 

市町村合併後の平成18年11月３日には宮古市と八幡平市として改めて姉妹都市を締結し、令和

８年に20周年を迎えることから、以下の記念事業を実施するもの。 

２ 周年記念事業 

（１）「八幡平市産業まつり2026」における記念企画 

① 日 時 令和８年９月５日（土）10時00分～15時00分 

② 場 所 八幡平市松尾総合運動公園 

③ 内 容 宮古市の事業者等による出店、「宮古あばれ太鼓」のステージ出演、宮古市ＰＲ、 

餅まき等を実施。 

（２）「第32回宮古市産業まつり」における記念企画 

① 日 時 令和８年10月３日（土）９時30分～15時00分  

② 場 所 東北ヒロセ シーアリーナ 

③ 内 容 両市の食材を使用した友好記念「山・海コラボ鍋」の販売、八幡平市の事業者等 

による出店、結成 50 周年を迎える「浅沢神楽保存会」のステージ出演等を実施。 

（３）八幡平市給食 

① 日 時 令和８年10月27日（火） 

② 場 所 市内全小中学校 

③ 内 容 給食を通じて八幡平市の食文化や地域の特色への理解を深めるため、「宮古×八幡

平コラボ給食」を提供する。宮古市メニューのトラウトサーモンの甘味噌ソース

かけ、キャベツのめかぶあえに加え、宮古市のお米と八幡平市の「もち麦（はねう

まもち）」による「もち麦入りごはん」、宮古市の豆腐と八幡平市の「杜仲茶ポーク」

「マッシュルーム水煮」による「八幡平すきやき風煮」を提供する。 

④ 給食会 「八幡平市給食会」を、田老第一小学校で12 時 00 分頃から実施【教育長等出席】 

３ 参 考（交流のきっかけ） 

（１）八幡平市（旧松尾村）には、かつて東洋一の硫黄産出量を誇った「松尾鉱山（昭和 44 年閉

山）」が、宮古市（旧田老町）には、国内有数の銅鉱山とされた「田老鉱山（昭和46年閉山）」

があり、両地域がともに鉱山の閉山を経験したことをきっかけとして交流が始まった。 

（２）八幡平市は「八幡平」を有し、昭和31年に国立公園に指定された。宮古市を含む三陸地域は

平成25年に三陸復興国立公園（昭和30年に陸中海岸国立公園として指定）に指定され、山

の国立公園と海の国立公園を有する両市が、姉妹都市として提携する契機となった。 
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宮古市 交流推進部 交流推進課 交流推進係 

〒027-8501 岩手県宮古市宮町一丁目１番３０号（３階） 

直通：0193-65-8622（直通） FAX：0193-63-9115 

Mail：kouryuu@city.miyako.iwate.jp（課代表） 

国指定名勝「浄土ヶ浜」 

本州最東端のまち「みやこ」 



 

 

客船「シルバー・ムーン」入港歓迎事業概要 

 

１ 日  程 

令和 8年 9月 16日（水） 午前 8時 00分入港／午後 6時 00分出港 

※令和 8年 5月 2日の初寄港に続き、2回目の寄港。 

 

２ 場  所 
宮古港藤原ふ頭（Ｆ８・９バース） 

 

３ クルーズ概要 

「SEWARD TO TOKYO」 

9月 3日（木） ▶ 9月 18日（金） 【15日間】         【R8.8.1現在】 

月 日 寄港地 入港 出港 備 考 

9月 3日(木) 

  4日(金) 

  5日(土)  

    6日(日) 

7日(月) 

8日(火) 

9日(水) 

10日(木) 

11日(金) 

12日(土) 

13日(日) 

14日(月) 

15日(火) 

16日(水) 

17日(木) 

18日(金) 

 

スワード 

ホーマー 

コディアック島 

クルージング 

クルージング 

クルージング 

クルージング 

クルージング 

クルージング 

クルージング 

クルージング 

函 館 

室 蘭 

宮 古 

仙 台 

東 京 

－ 

8:00 

8:00 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

8:00 

8:00 

8:00 

7:00 

12:00 

19:00 

18:00 

16:00 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

19:00 

18:00 

18:00 

15:00 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 寄港地ツアー立ち寄り予定先 

  浄土ヶ浜、魚菜市場、たろう観光ホテル、三王岩、龍泉洞、釜石大観音、盛岡八幡宮、 

あさ開酒造、岩鋳鐵器館など（変更の可能性あり） 

 

 

５ 歓迎事業等 
【入港時】◆大漁旗・横断幕などによるお出迎え（7:30頃～） 
【接岸中】◆ふ頭内観光案内所 
      ※宮古駅前臨時観光案内所 
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     ◆外貨両替所 
     ◆地元特産品等販売 

     ◆日本語名前短冊プレゼント 
     ◆宮古市国際交流協会による通訳ガイド等設置 
【出港時】◆来場者参加によるお見送り（大漁旗、横断幕を使ってのお見送り） 

（17:30頃～） 
  ◆藤原 翼さんによる津軽三味線演奏（17:40～） 

 
６ その他 

客船などの詳細は、シルバーシー・クルーズのホームページ（silversea.com）をご覧 

ください。 

 
７ 船舶概要 

船籍 バハマ 
運航会社  

シルバーシー・クルーズ 

（モナコ） 総トン数 40,844ＧＴ 

全長 212ｍ 全幅 27.0ｍ 

喫水 6.7ｍ 航海速力 最高 19ノット 

客室数 660室（298人） 乗組員数 417人 

※総トン数・全長・全幅は小数点以下第 1位を四捨五入しています。 
 
８ お問い合わせ先 

宮古港利用促進協議会事務局（市観光課内）☎６８－９０９３ 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真提供：Hapag-Lloyd Cruises 

©Hapag-Lloyd Cruises 



 

 

【初寄港】客船「三井オーシャンサクラ」入港歓迎事業概要 

 

１ 日  程 

令和 8年 9月 25日（金） 午前 8時 00分入港／午後 5時 00分出港 

※令和 8年 9月 19日（土）就航予定。東北初寄港。 

  ※10月 30日（金）、宮古港発のクルーズ運行予定。 

 
２ 場  所 

宮古港藤原ふ頭（Ｆ８・９バース） 

 

３ クルーズ概要 

「三井オーシャンサクラ デビュークルーズⅡ～宮古・大洗～」 

9月 23日（水） ▶ 9月 27日（日） 【5日間】         【R8.8.1現在】 

月 日 寄港地 入港 出港 備 考 

9月 23日(水) 

24日(木) 

25日(金) 

26日(土) 

27日(日) 

横 浜 

クルージング 

宮 古 

茨 城 

横 浜 

－ 

－ 

8:00 

9:30 

9:00 

17:00 

－ 

17:00 

21:00 

－ 

 

 

 

 

 

 

４ 寄港地ツアー立ち寄り予定先 

浄土ヶ浜、うみねこ丸、三王岩、盛岡歴史文化館、盛岡八幡宮など 
（変更の可能性あり） 

 

５ 歓迎事業等 
【入港時】◆大漁旗、横断幕によるお出迎え（7:30～） 
【入港歓迎セレモニー】9:00～ 
【接岸中】◆ふ頭内観光案内所 

◆地元特産品等販売 
◆岸壁でのお振舞い 

【出港時】◆大漁旗、横断幕によるお見送り（16:30～） 
     ◆小田代直子さんによる歌唱ショー（16:40～） 

 
６ 船舶概要 

客船などの詳細は、商船三井クルーズ株式会社のホームページ 

（https://www.mitsuioceancruises.com/）をご覧ください。 

船 籍 バハマ 
運 航 商船三井クルーズ（株） 

総 ト ン 数 32,477トン 

全 長 198ｍ 全 幅 26ｍ 

航 海 速 力 16ノット 喫 水 6.7ｍ 

客室数（定員） 190室（最大 422人） 乗 組 員 数 230人 



 

７ お問い合わせ先 
宮古港利用促進協議会事務局(市観光課クルーズ振興係内)☎６８－９０９３ 

 

 

 

©三井オーシャンクルーズ 









 黒石市・宮古市 姉妹都市締結60周年記念事業 

 

１ 概 要 

宮古市と黒石市は、歴史と伝説によるつながりを背景に、昭和 41 年４月１日に姉妹都市を締結

し、産業、文化、教育、スポーツなど幅広い分野で交流を続けている。令和８年は、姉妹都市締結

から60周年の節目に当たることから、以下の周年記念事業を実施するもの。 

 

２ 周年記念事業 

（１）「第40回みやこ秋まつり『船山車運行パレード』」における記念企画 

① 日 時 令和８年９月20日（日）17時30分～21時00分 ※手踊りパレード19日（土） 

② 場 所 宮古消防署駐車場内 特設ステージ 

③ 内 容 記念セレモニーとして「黒石ねぷた」の点灯式を行うほか、船山車運行パレード 

において「黒石ねぷた」を運行。 

       ※宮古市職員みやこまつり参加実行委員会船山車「回天」と同時運行。 

（２）「第35回黒石りんごまつり」における記念企画 

① 日 時 令和８年11月21日（土）～22日（日）９時00分～15時00分 

② 場 所 スポカルイン黒石 

③ 内 容 宮古市の事業者等による出店、宮古市郷土芸能団体のステージ出演（予定）の 

ほか、宮古市ＰＲ・特産品の販促イベントを実施予定。 

（３）黒石市給食 

① 日 時 令和８年９月14日（月） 

② 場 所 市内全小中学校 

③ 内 容 給食を通じて黒石市の食文化や地域の特色への理解を深めるため、「宮古×黒石コ

ラボ給食」を提供する。宮古市メニューの雑穀ご飯、サバの麹みそ焼きと、黒石市

メニューの「みずの炒め煮」と「黒石よされ鍋風ちゃんこ汁」を提供。 

④ 給食会 「黒石市給食会」を、津軽石中学校で12時50分頃から実施【教育長等出席】 

 

３ 参考（姉妹都市締結のきっかけとなった伝説） 

（１）かつて、現在の黒石市周辺を治めていた浅瀬石城主・一戸行重が、領地であった宮古の千徳

で死去し、その後、花原市の華厳院に葬られたとされており、両地域には歴史的なつながり

がある。 

（２）また、行脚中の弘法大師から黒石の「汗石」をゆずり受け、川に沈めたところ、 「鼻曲がり鮭」

が多く遡上するようになり、その川が「津軽石川」と呼ばれるようになったという伝説も残

されている。 
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国指定名勝「浄土ヶ浜」 

本州最東端のまち「みやこ」 

宮古市 交流推進部 交流推進課 交流推進係 

〒027-8501 岩手県宮古市宮町一丁目１番３０号（３階） 

直通：0193-65-8622（直通） FAX：0193-63-9115 

Mail：kouryuu@city.miyako.iwate.jp（課代表） 









 

 

「落語にチャレンジ！ワークショップ＆落語」 

 

１ 趣 旨 

「東北みやこ寄席」の関連事業として、市内小学校で落語のワークショップを実施す

るもの。子どもたちが落語の実演を見たり、実際に小噺や仕草などを体験したりするこ

とで、伝統話芸の楽しさや表現することの面白さに触れる機会とし、次世代への文化継

承につなげることを目的とする。 

 

２ 主 催 

公益社団法人落語芸術協会  

 

３ 日 時 

令和８年10月５日(月)  ３・４校時（10:30～12:05）  

 

４ 会 場 

宮古市立崎山小学校  体育館 

 

５ 内 容 

崎山小学校１～６年生の児童を対象に、落語家等が実演を交えながら、落語の基本や

小噺、扇子や手ぬぐいなどの小道具、鳴物などについて、分かりやすく紹介する。 

児童は、落語家の指導を受けながら、実際に小噺や落語特有の仕草などを体験し、落

語の楽しさや表現方法を学ぶ。 

ワークショップの最後には、出演者による落語や奇術などの寄席芸を鑑賞する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 出 演  

落語： 桂
かつら

 小文治
こ ぶ ん じ

 

奇術：北見
きたみ

 伸
しん

＆スティファニー ほか 

 

７ 問い合わせ 

市スポーツ文化課文化振興係（℡65-7526） 
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【令和７年度実施時の様子】 






